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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　地域おこし協力隊に着任して２年の刈
か り や

屋
翔
しょうま

磨さん（32歳）。畑わさび農家を目指しな
がら、有害鳥獣狩猟や特殊伐採、炭焼き、
短角牛串の販売などにも挑戦。「全てがつな
がりある仕事でやりがいがある」と笑顔で話
します。
　最近は、妻の法

ほ う に

爾さん（35歳）とモルッ
クにはまっています。

キキララッッとと光光るる人人 ❼
Ｐ2	議員報酬を増額
　　定数は１人減
Ｐ６	コロナ定期接種を開始
Ｐ８	 	町の考えを問う	
（７議員が一般質問）

Ｐ13		どうなりゃんしたあの提言　
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次
は
、
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

岩泉町議会の議員定数の変遷
選挙執行 定数 人口：3/31

（議員一人当たりの人口）
S32年4月21日
合併後第１回
町議会選挙

30人 27,774人（925.8人）

S52年4月24日 26人 20,402人（784.7人）
S60年4月21日 22人 17,565人（798.4人）
H17年4月24日 18人 12,517人（695.4人）
H21年4月26日 16人 11,489人（718.1人）
H25年4月21日 15人 10,690人（712.7人）
H29年4月23日 14人 9,736人（695.5人）
R  7年4月予定 13人 ※7,929人（609.9人）

※R6.6月末現在

議員は月２万円増議員は月２万円増
委員長報酬を新設委員長報酬を新設

議
員
定
数
は
１
減

14
人
か
ら
13
人
に

�

議
員
発
議
で
条
例
改
正

　
本
町
議
会
で
は
、
次
回
の
一
般
選
挙
（
令
和
７
年

４
月
予
定
）
に
向
け
て
、
適
正
な
議
員
報
酬
と
定
数

の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
議
員
と
語
る
会
で
の
町
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
踏

ま
え
、
５
月
１
日
「
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
定
数

に
関
す
る
提
言
書
」
を
町
長
に
提
出
。
６
月
11
日
の

定
例
会
最
終
日
に
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
報

酬
を
増
額
す
る
条
例
改
正
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足

解
消
目
指
し
提
言
書

　
議
会
基
本
条
例
推
進
委

員
会（
畠
山
和
英
委
員
長
）

は
、
議
会
改
革
（
※
）
の

一
環
と
し
て
、
令
和
４
年

６
月
か
ら
議
員
報
酬
と
定

数
の
見
直
し
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　
町
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
く
た
め
実
施
し
た
議
員

と
語
る
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
議
員
報
酬
の
増
額
支

　

改
正
後
の
報
酬
月
額

は
、
議
長
が
２
万
１
千
円

増
の
30
万
円
、
副
議
長
が

２
万
４
千
円
増
の
25
万

円
、
議
員
が
２
万
円
増
の

23
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
常
任
委
員
長
と
議
会
運

営
委
員
長
の
報
酬
月
額
を

新
設
。
こ
れ
は
、
委
員
長

と
し
て
の
職
責
や
職
務
が

一
般
議
員
よ
り
も
高
い
と

認
め
ら
れ
る
た
め
で
、
一

般
議
員
の
月
額
報
酬
に
１

　
議
員
定
数
は
「
現
状
維

持
」
の
方
向
で
検
討
し
、

議
員
と
語
る
会
で
説
明
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
現

状
維
持
と
定
数
削
減
が
同

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
間
で
協
議
を
重

ね
、
人
口
減
少
な
ど
を
踏

ま
え
１
人
減
の
13
人
と
す

議
員
報
酬
を
増
額

定
数
は
１
人
減

議員のなり手不足解消に向け、報酬と定数を何度も討論してきました（議員会議の様子）

持
が
８
割
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消
、
女
性
や
若
者
な
ど

の
参
画
に
よ
る
議
会
の
活

性
化
を
目
指
し
、
報
酬
を

増
額
す
る
方
針
を
決
定
。

　
５
月
１
日
、
中
居
町
長

に
報
酬
と
定
数
に
関
す
る

提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

報
酬
の
引
き
上
げ
妥
当

報
酬
等
審
議
会
が
答
申

　
提
言
書
を
受
け
開
か
れ

た
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
町
議
会
議
員
の
報

酬
月
額
の
引
き
上
げ
を
妥

当
と
答
申
。
併
せ
て
、
付

帯
意
見
も
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
層
町
民
対
話
を
重
視
し

議
会
参
画
へ
取
り
組
み
を

（
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

　
付
帯
意
見
）

　
議
員
の
な
り
手
不
足
解

消
に
は
、
報
酬
増
額
の
み

で
な
く
、
一
層
町
民
と
の

対
話
を
重
視
し
、
町
行
政

の
関
心
を
深
め
、
議
会
に

参
画
さ
せ
る
取
り
組
み
が

重
要
と
な
る
。

　
町
民
の
意
思
を
反
映
し

た
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
常
に
議
会
改
革
に
努

め
、
全
町
的
な
視
点
に

立
っ
た
目
に
見
え
る
議
会

活
動
を
期
待
す
る
。

議員と語る会
報酬・定数
アンケート結果
議会だより№ 206
（23㌻）

（※）町民の意思を反映した「開かれた議会」を目指すための取り組み

万
円
加
算
さ
れ
た
24
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
議
員
報
酬
が
改
定
さ
れ

る
の
は
、
平
成
９
年
以
来

27
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
町
議
会

議
員
の
報
酬
月
額
は
、
県

内
19
町
村
の
中
で
10
位
で

し
た
。
今
回
の
改
定
に
よ

り
、
紫
波
町
、
矢
巾
町
、

一
戸
町
、
岩
手
町
、
雫
石

町
に
次
い
で
６
位
に
な
り

ま
す
。

議会からの提言書を中居町長へ手渡す菊地議長

岩泉町議会　議員報酬（月額）

現在  改正後
議　長　279,000 円  300,000 円
副議長　226,000 円  250,000 円
常任委員長・議会運営委員長（新設）
  240,000 円
議　員　210,000 円  230,000 円

る
こ
と
に
決
定
。
議
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
改
正

案
を
議
員
発
議
で
提
出

し
、
可
決
し
ま
し
た
。

議員と語る会で町の皆さんの直接声を聴く

資
質
の
向
上
に
努
め

信
頼
さ
れ
る
議
会
に

　

町
民
の
幅
広
い
意

見
を
集
約
し
、
地
域

社
会
の
在
り
方
を
議

論
す
る
議
員
。
多
様

な
人
材
が
立
候
補
し

や
す
い
条
件
を
整
え

よ
う
と
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
増
額
決
定

を
受
け
わ
れ
わ
れ
議

員
一
人
一
人
は
、
不

断
の
努
力
に
よ
り
資

質
の
向
上
に
努
め
、

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
議
員
、
議
会
を
目

指
し
ま
い
進
し
て
い

く
決
意
で
す
。

基
本
条
例
推
進
委
員
長

�

畠
山　
和
英



岩泉町民会館の屋根改修工事
金額　　7755万円
請負者　㈱畑中組

工事契約
６年度の施行箇所
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６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
11
日
ま

で
６
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
６
日
と
７
日
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
７
人
の
議
員

が
登
壇
し
ま
し
た
（
質
問
の
内
容
な
ど
は
８
㌻
か
ら

12
㌻
ま
で
）。

　
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
町
道
中
林

線
の
拡
幅
事
業
費
な
ど
を
含
む
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
２
号
な
ど
12
議
案
を
全
て
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

定例会のあらまし定例会のあらまし

　道が狭く、急カーブで街灯も少な
いので、通行時は特に気を付けてい
ました。通学路でもあり、見晴らし
が良くなれば安心して通行でき、あ
りがたいです。

道が狭く急カーブ
特に気を付け通行

坂下美保子さん
（岩泉・39歳）

まま ちち 声声のの

◆
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
求
め
る
請
願

＊
請

願

人　

�

岩
手
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　
佐
藤
嘉
夫

＊
紹

介　
議
員　
林
﨑
竟
次
郎
議
員

＊
付

託

先　
総
務
常
任
委
員
会

＊
請
願
の
要
旨　

�

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
２
０

２
４
年
12
月
２
日
に
廃
止
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
機
能
を

組
み
込
ん
だ
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
す

る
こ
と
を
閣
議
決
定
。
し
か
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
、

患
者
や
国
民
の
間
に
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
。
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
よ

う
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

＊
審
査
の
結
果　
継
続
審
査

　
１
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
総

務
常
任
委
員
会
（
畠
山
昌
典
委
員

長
）
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

次
は
、
コ
ロ
ナ
定
期
接
種
を
開
始

（※）リユースって何？
　リユースとは、レンタルやリースで使用されたパソコン
をメンテナンスして販売（再利用）することです。
　捨てられるはずだったパソコンを再利用することは、
SDGs への貢献にもつながります。
　新品を購入するより、コストもかなり削減されます。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん

安心・安全な暮らしを守る
町道中林線を拡幅整備

町
道
中
林
線
の
拡
幅

総
額
１
７
３
０
万
円

　

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
町
道
中
林
線
の
拡
幅

事
業
１
７
３
０
万
円
な

ど
、
３
億
１
１
２
０
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
１
０
３
億
３
５
０
５

万
円
に
な
り
ま
し
た
。　

　
町
道
中
林
線
は
、
拡
幅

し
急
カ
ー
ブ
を
改
良
す
る

こ
と
で
見
通
し
を
改
善
。

車
や
歩
行
者
の
安
全
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

▽
工
事
期
間
（
予
定
）

　
令
和
６
年
11
月
か
ら

�

７
年
３
月
ま
で

子
ど
も
と
妊
産
婦

医
療
費
無
償
化
へ

　
高
校
生
な
ど
以
下
の
子

ど
も
（
※
）
と
妊
産
婦
の

医
療
費
を
無
償
化
す
る
条

例
改
正
を
可
決
。
令
和
６

年
８
月
１
日
以
降
の
受
診

分
か
ら
無
償
に
な
り
ま

す
。【
関
連
７
㌻
】

急カーブで見通しが悪く、幅員が狭いためすれ違いに注意が必要な町道中林線

（※）18 歳になった後の最初の３月 31 日までにある者

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

小型動力ポンプ付消防ポンプ自動車
金額　　2767万円
契約の相手方
　　　　互光商事㈱
配備先　第７分団第３部１班

職員の業務用パソコン　230台
形状　ノート型　リユース品（※）
金額　2272万円
契約の相手方
　　　 （一社）おかえり集学校二升石集学校

教育委員の再任に同意
　岩泉町教育委員会委員の三上
亜希子さん（釜津田・50歳）を再
任することに同意しました。
　任期は６月28日から４年間です。

　町民の皆さんの意見や要
望などを町政に反映させる
制度です。作成方法は次の
とおりです。

①�請願の要旨や内容を簡単
に分かりやすく記載して
ください
②�１人以上の紹介議員が必
要です
③�請願書は定例会中に審査
します
④提出先は議会事務局です

請願とは？ 請願請願
１件を
継続審査
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査
す
る
。

自
前
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
は
、
太
陽

光
で
は
難
し
い
と
考
え

る
。
水
力
や
風
力
発
電
に

シ
フ
ト
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

水
力
は
、
河
川
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
可

一
人
当
た
り
１
万
５

３
０
０
円
の
接
種
費

用
を
見
込
ん
で
い
る
。

個
人
負
担
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。

国
か
ら
の
助
成
金
は

８
３
０
０
円
と
想
定

さ
れ
る
。
残
り
の
７
０
０

０
円
の
う
ち
、
町
が
４
０

０
０
円
を
助
成
す
る
予

定
。
個
人
負
担
は
３
０
０

０
円
程
度
と
な
る
。

コ
ロ
ナ
定
期
接
種
を
開
始

条例補正予算審査特別委員会条例補正予算審査特別委員会

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
早
川
ケ
ン
子

委
員
長
）
は
６
月
11
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
３
件
、

補
正
予
算
４
件
を
審
査
。
全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
か
ら
、
自
治
体
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
（
※
）
を
開
始
。
費
用
助
成
や
自

己
負
担
額
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

予　防
個
人
負
担
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か

３
０
０
０
円
程
度
の
見
込
み

　子どもの医療費無償
化は、県内 33 市町村
中、22 市町村が実施
しています。
� （R6.4.1 現在）

おしえて おしえて 
ぴーちゃんぴーちゃん

歳
入
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
接
種
助
成

金
が
雑
入
に
な
っ
て
い

る
。
ど
こ
か
ら
助
成
さ
れ

る
も
の
か
。

国
の
基
金
管
理
団
体

で
あ
る
一
般
社
団
法

人
新
薬
・
未
承
認
薬
等
研

究
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
助
成
金
が
入
る
。

接
種
に
は
い
く
ら
か

か
る
の
か
。

国
は
、
本
年
12
月
２

日
か
ら
現
行
の
健
康

保
険
証
の
発
行
を
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
険
証
に
移
行
す
る

考
え
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
必

要
に
な
る
が
、
現
在
、
本

町
の
カ
ー
ド
取
得
率
は
。

６
年
５
月
末
時
点
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
率
は
76
・
６
％

と
な
っ
て
い
る
。
岩
手
県

は
78
・
９
％
、
全
国
で
は

79
・
４
％
で
あ
る
。

18
歳
ま
で
の
子
ど
も

と
妊
産
婦
の
医
療
費

が
無
償
化
と
な
る
。
実
施

は
い
つ
か
ら
か
。

８
月
の
受
診
分
か
ら

が
対
象
。
７
月
ま
で

は
自
己
負
担
が
発
生
す
る
。

町
民
へ
の
周
知
の
方

法
は
。

庁
舎
、
学
校
な
ど
に

設
置
し
て
あ
る
太
陽

光
発
電
の
発
電
量
や
経
費

節
減
の
デ
ー
タ
は
取
っ
て

い
る
か
。

発
電
量
は
あ
る
が
、

経
費
関
係
は
押
さ
え

て
い
な
い
。
発
電
と
賄
っ

た
分
の
精
査
を
し
、
さ
ら

に
事
業
採
算
性
を
含
め
調

　コロナワクチンの予防接種に助
成があればありがたく、受けたい
です。インフルエンザの予防接種
も毎年受け、安心していました。

助成あれば
接種したい

佐々木祥
まさ

利
とし

さん
（岩泉・85歳）

まま ちち 声声のの

答

答答

コロナワクチンの定期接種は本年秋から開始

保
険
証
マイナカード未取得者は
資格確認書を交付し対応

　マイナ保険証は、病院での利用
率が一桁台とのこと。多くの人が
使うようになるまでは、今の保険
証を残してほしいです。

今の保険証を
残してほしい

佐々木充
じゅう

子
こ

さん
（岩泉・68歳）

まま ちち 声声のの

医療機関などでの利用率が伸び悩むマイナ保険証

子育て

環　境

医
療
費
無
償
い
つ
か
ら
か

再
エ
ネ
可
能
性
の
調
査
は

８
月
受
診
分
か
ら
が
対
象

太
陽
光
、
小
水
力
を
先
行

答 問問

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

だ
れ
で
も
定
期
接
種

を
受
け
ら
れ
る
か
。

対
象
者
は
65
歳
以
上

の
人
と
60
か
ら
64
歳

で
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
と

な
る
。

議決された議案の一
覧は町のホームペー
ジで確認できます。

岩泉町再生可能
エネルギー推進

計画

問問

問

問答

残
り
約
24
％
の
取
得

は
、
現
在
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

国
か
ら
示
さ
れ
た
手

順
で
は
、
国
民
健
康

保
険
証
は
本
年
８
月
１
日

付
で
更
新
・
交
付
し
、
有

効
期
限
の
来
年
７
月
31
日

ま
で
は
使
用
で
き
る
。
そ

の
後
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
取
得
し
て
い
な
い
被

保
険
者
に
対
し
て
は
、
資

格
確
認
書
を
交
付
す
る
対

応
と
な
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

能
性
箇
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。風
力
は
、投
資
額

が
大
規
模
で
自
前
は
無
理

だ
が
、マ
イ
ク
ロ
の
よ
う

な
形
は
今
後
出
て
く
る
。

太
陽
光
は
、日
照
の
関
係

で
全
体
的
に
は
難
し
い
。

　
自
主
電
源
と
し
て
は
、

水
力
が
メ
イ
ン
と
考
え
て

い
る
。バ

イ
オ
マ
ス
は
、
こ

の
調
査
事
業
で
は
対

象
に
な
ら
な
い
の
か
。
再

エ
ネ
に
取
り
組
む
全
体
の

中
で
は
ど
う
か
。

今
回
の
調
査
に
、
バ

イ
オ
マ
ス
は
入
っ
て

い
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
計
画
で
は
バ

イ
オ
マ
ス
も
盛
り
込
ん
で

い
る
。
家
畜
ふ
ん
尿
や
木

質
な
ど
研
究
し
、
実
施
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
回
は
、
太
陽
光
、
小
水

力
発
電
の
導
入
調
査
を
先

行
す
る
。

問

答

７
月
号
の
広
報
い
わ

い
ず
み
で
お
知
ら
せ

す
る
。
対
象
者
は
約
７
０

０
人
で
、
新
た
な
受
給
者

証
を
交
付
す
る
際
、
個
別

の
通
知
も
予
定
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
な
ど
で
子
育

て
支
援
を
織
り
込
む
と
、

さ
ら
な
る
呼
び
込
み
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
外
部
へ

向
け
た
発
信
の
考
え
は
。

本
町
で
は
子
育
て
環

境
の
充
実
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
関
係
課
で

協
力
し
、
町
外
に
も
広
く

発
信
し
て
い
き
た
い
。

答問

答

（※）法律で接種することが勧められているワクチン。自治体が主体となって行う接種
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町の考えを問う

７人の議員が登壇

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ⃝過去質問の現状と見通しは
＊その他の質問
　いわいずみ短角牛消費拡大・PRは
　男女共同参画の推進状況は

（９㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ⃝歩道の早急な改善を
＊その他の質問
　住宅等への太陽光発電設置への補助制度の創設を

（11㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ⃝牛追の道を歩くトレイルを
＊その他の質問
　早坂高原受入環境整備：�自然環境、景観の保全と活用�

早坂高原公衆トイレの改修整備
　多彩な“催し”の開催と宣伝・PR活動の充実強化

（12㌻）

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ⃝若年女性の人口減対策は（９㌻）

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員 ⃝人口減対策の取り組みを（10㌻）

佐
さ

藤
とう

　安
やす

美
み

 議員 ⃝早急な獣医師確保対策を（11㌻）

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員 ⃝地域商社の実現は（10㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
７

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
９

㌻
か
ら
12
㌻
ま
で
）
を
登

壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

問 

若
年
女
性
の
人
口
減
対
策
は

答 

地
域
活
躍
で
き
る
環
境
整
備

問　
新
聞
で
、
消
滅
の
可

能
性
が
あ
る
自
治
体
は
県

内
で
26
市
町
村
と
報
道
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
当
町

は
若
年
女
性
人
口
減
少
率

が
10
年
前
の
調
査
よ
り
、

３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。

　

こ
れ
は
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。
町
の

主
要
施
策
に
照
ら
し
合
わ

せ
、
ど
う
評
価
し
、
今
後

さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
べ
き
と
捉
え
て

い
る
か
。

町
長　
「
こ
ど
も
園
の
保

育
料
の
無
償
化
」「
18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
」

「
小
中
学
校
の
学
校
給
食

費
無
償
化
」
を
実
施
し
、

消
滅
か

い
ま
こ
そ
皆
で

知
恵
く
ら
べ

消
滅
に

歯
止
め
を
か
け
る

支
援
策

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
地
場
企
業
の
経
営
安

定
の
支
援
や
地
域
特
性
を

生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
具
体
的
な
構
想
、

民
間
と
の
連
携
は
。

町
長　
中
小
事
業
者
に
対

す
る
各
種
支
援
や
町
内
の

消
費
拡
大
事
業
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

問 過去質問の現状と見通しは
答 各課題を引続き前に進める

手厚い子育て支援で、女性のさらなる活躍を

スポーツ活動は心身の健やかな成長に役立ちます

町
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
環
境
が
向
上
し
た
と
考

え
る
。

　
「
子
育
て
応
援
住
宅
の

整
備
」「
第
三
セ
ク
タ
ー

に
よ
る
雇
用
の
場
の
確

保
」
な
ど
、
居
住
環
境
の

整
備
や
町
内
で
働
け
る
場

の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
今
後
も
、
女
性
が
地
域

社
会
の
中
で
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
、
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

も
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
強
化
・
継
続
す
る
た

め
、
町
内
の
み
な
ら
ず
、

外
部
の
民
間
資
金
や
人
材

の
活
用
も
調
査
研
究
し
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問　
一
般
社
団
法
人
岩
泉

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
組
織

強
化
の
状
況
は
。

教
育
長　
こ
れ
ま
で
も
運

営
体
制
の
強
化
に
対
し
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

度
は
水
泳
教
室
等
に
新
た

な
指
導
補
助
者
を
配
属
。

　
今
後
も
協
会
役
員
と
協

議
し
、
円
滑
な
運
営
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

三田地久志議員

問　

人
口
減
少
の
根
幹

は
、
若
者
の
流
出
が
止
ま

ら
な
い
若
者
の
社
会
減
に

あ
る
。
高
校
卒
業
後
、
そ

の
ま
ま
戻
っ
て
こ
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
人
手
不
足
で
企
業
も
立

ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
働
き

方
改
革
、
公
正
）
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
町
を

挙
げ
て
官
民
で
取
り
組

み
、
働
き
方
を
変
え
、
魅

力
あ
る
町
に
す
る
。
女
性

な
ど
が
帰
っ
て
く
る
施
策

を
す
る
こ
と
で
、
人
口
減

少
か
ら
脱
出
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど

う
か
。　

町
長　
若
者
の
社
会
減
へ

の
対
策
が
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
特
に
も
女
性
が
岩

泉
町
に
留
ま
る
、
一
度
は

町
外
に
転
出
し
て
も
ま
た

戻
っ
て
く
る
、
戻
っ
て
き

た
い
と
思
う
魅
力
的
で
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
若
い
世
代
の
多
様
な
意

見
も
伺
い
、
重
点
課
題
と

し
て
引
き
続
き
取
り
組
む
。

若
者
が輝

く
社
会
で

ま
ち
づ
く
り

一般質問・答弁
全文はこちらから

次世代を担う若者のアイデアを取り入れ、
働き方改革を

問 

人
口
減
対
策
の
取
り
組
み
を

答 

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む

の
び
し
ろ
を

更
に
開
拓

良
い
と
き
に
こ
そ

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
昨
年
度
３
億
円
の
ふ

る
さ
と
納
税
。
中
小
零
細

事
業
者
の
更
な
る
事
業
機

会
拡
大
に
向
け
た
テ
コ
入

れ
が
必
要
で
は
。

町
長　
寄
付
金
額
は
、
ま

つ
た
け
事
業
が
１
億
４
千

万
円
、
岩
泉
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
乳
業
事
業
が
９
６

０
０
万
円
。
全
返
礼
品
数

問 地域商社の実現は
答 設立手法など研究

年度ふるさと納税金額で
トップのまつたけ事業

は
２
２
２
品
目
で
参
加
事

業
者
は
30
社
。
更
な
る
自

主
財
源
の
確
保
、
新
規
事

業
の
創
出
、
地
域
経
済
の

底
上
げ
を
図
る
た
め
に
体

制
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
テ

コ
入
れ
で
役
場
内
の
人
員

増
強
は
困
難
。
民
間
に
産

業
振
興
策
と
し
て
地
域
商

社
の
創
出
が
有
効
で
あ
る

が
、
実
現
の
可
能
性
は
。

町
長　
官
民
連
携
の
地
域

商
社
は
、
県
内
で
岩
手
町

が
先
行
。
体
制
強
化
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
情
報
収

集
を
進
め
て
い
る
。

　
実
現
の
可
能
性
は
感
じ

る
。
補
助
金
あ
り
き
の
経

営
で
は
な
く
、
自
立
し
た

経
営
の
地
域
商
社
と
な
る

よ
う
研
究
を
進
め
る
。

牛
死
ね
ば

死
活
問
題早

急
に

佐藤　安美議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
管
内
に
獣
医
師
が
定

着
し
て
い
な
い
た
め
、
緊

急
性
を
伴
う
場
合
、
死
亡

事
故
が
多
発
す
る
事
態
と

な
れ
ば
、
死
活
問
題
に
な

る
。
早
急
に
獣
医
師
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
現
在
、
町
内
外
の

開
業
獣
医
師
に
往
診
い
た

問 早急な獣医師確保対策を
答 一層の情報交換を進める

農家も牛も安心できるよう獣医師の確保を

だ
き
、
最
小
限
の
家
畜
診

療
体
制
を
確
保
し
て
い
る

状
況
。
獣
医
師
不
足
は
全

県
的
な
課
題
で
あ
り
、
早

期
に
公
的
家
畜
診
療
所
体

制
を
再
開
す
る
こ
と
は
、

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　
本
年
３
月
に
県
農
業
共

済
組
合
を
退
職
さ
れ
た
獣

医
師
が
、
宮
古
市
内
で
開

業
の
準
備
を
進
め
て
い
る

情
報
が
あ
り
、
本
町
の
往

診
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
前
向
き
な
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
一
層

の
情
報
交
換
な
ど
を
進
め

て
、
持
続
的
な
診
療
に
結

び
付
く
よ
う
、
獣
医
師
確

保
に
取
り
組
む
。

林﨑竟次郎議員

問　

国
道
４
５
５
号
線

の
、
Ｊ
Ａ
岩
泉
支
所
前
か

ら
岩
泉
中
学
校
間
の
歩
道

の
斜
面
を
平
面
に
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
間
に
は
、
岩
泉
小
学

校
と
岩
泉
中
学
校
が
あ

る
。特
に
冬
期
間
は
、雪
・

凍
結
で
児
童
生
徒
の
安
全

性
が
危
惧
さ
れ
る
。
済
生

会
岩
泉
病
院
も
あ
り
、
通

院
者
・
高
齢
者
も
同
様
。

安
全
確
保
の
た
め
に
必
要

な
施
策
で
あ
り
、
早
急
な

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
県
に

対
し
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
化

を
含
む
改
良
の
協
議
を
重

ね
て
き
た
。
し
か
し
、
隣

接
す
る
宅
地
と
の
間
に
段

差
が
生
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
近
接
の
住
民
の
日
常

生
活
に
不
便
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
平
成

28
年
台
風
10
号
災
害
の
復

旧
事
業
の
推
進
も
あ
り
進

ん
で
い
な
い
。

　
フ
ラ
ッ
ト
化
は
、
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
転
倒
防
止

な
ど
か
ら
、
そ
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
県
に
対
し
強
く
要

請
し
て
い
く
。

世
代
超
え

歩
の
安
全
を

つ
く
ろ
う
よ

一般質問・答弁
全文はこちらから

歩道をフラットにして歩行者の安全確保を

問 

歩
道
の
早
急
な
改
善
を

答 

県
に
対
し
て
強
く
要
請
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町の考えを問う

思
い
馳
せ

魅
力
発
見

歩
く
た
び

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
い
に
し
え
に
、
沿
岸

北
部
と
内
陸
盛
岡
を
結
ぶ

重
要
な
物
流
・
交
易
の
道

で
あ
っ
た
小
本
街
道
。
こ

の
「
牛
追
の
道
」
を
歩
く

ト
レ
イ
ル
整
備
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

町
長　
こ
の
塩
の
道
ル
ー

ト
を
本
格
的
に
整
備
す
る

こ
と
は
、
大
き
な
課
題
も

問 牛追の道を歩くトレイルを
答 活用可能性を調査研究する

カタクリ再生大作戦の再開を

暑すぎる夏、牛が快適に過ごせるように

あ
る
が
、
歴
史
的
な
価
値

を
有
す
る
側
面
も
あ
る
。

今
後
、
活
用
の
可
能
性
を

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
早
坂
峠
道
路
筋
の
カ

タ
ク
リ
群
落
を
維
持
し
、

広
く
町
内
外
に
周
知
を
し

て
い
く
た
め
、
町
民
ら
の

協
力
を
得
て
行
う
発
生
環

境
整
備
を
再
開
す
べ
き

だ
。
森
の
日
事
業
・
植
樹

祭
、
育
樹
祭
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　
カ
タ
ク
リ
再
生
大

作
戦
は
、
早
坂
高
原
の
魅

力
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
取

り
組
み
。
今
後
、
愛
好
者

や
専
門
家
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
早
坂
高
原
の
植
樹
・
育

樹
事
業
は
、
都
市
住
民
と

の
交
流
事
業
な
ど
実
効
あ

る
実
施
を
検
討
し
た
い
。

大
牛
内
の
育
成
牧
場
は
、
送
風
機
な
ど
の
風
を
送

る
設
備
が
無
く
、
牛
に
と
っ
て
非
常
に
悪
影
響
を

与
え
る
と
獣
医
師
が
言
っ
て
い
た
。

　
来
年
度
に
向
け
、
早
け
れ
ば
本
年
度
中
に
、
牛
の
た
め

に
も
人
の
た
め
に
も
送
風
機
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
牛
内
育
成
牧
場
の
環
境
は
、
大
変
古
く
な
っ
て

お
り
５
年
度
に
畜
舎
の
増
築
工
事
を
行
っ
た
。
執

行
残
で
何
か
必
要
な
環
境
改
善
が
な
い
か
伺
っ
た
と
こ
ろ

送
風
機
と
い
う
こ
と
で
、
２
基
設
置
す
る
方
向
で
進
め
て

い
る
。

　
大
牛
内
育
成
牧
場
の
送
風
設
備
設
置
工
事
費
な
ど
新
年

度
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

質疑のその後

　議員が行う質問や提言が、
町政にどう反映されているの
か。これまでの質問などから
一部を取り上げ、その後どう
なったか追跡します。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん
　大牛内育成牧場は、受け入れ頭数の増
頭を図るため、昨年度、入牧管理牛舎の
増築と育成牛舎の一部を改修しました。
　預託頭数は　196 頭（14戸）
� 令和６年５月末時点

問答

送風機を12基設置
 大牛内育成牧場の環境整備

令
和
５
年
９
月
定
例
会

令
和
６
年
３
月
定
例
会

５
年
10
月送

風
機
２
基
を
設
置

�

工
事
費
用　
56
万
円

６
年
５
月送

風
機
10
基
を
設
置

�

工
事
費
用　
１
７
９
万
円

　送風機設置は、暑さに弱い牛のストレス軽
減になると思います。適期での受精や食欲
減退の軽減も期待でき、農家のコスト削減が
図られ経営にもプラスになると考えています。

暑さに弱い牛の
ストレス軽減に

中村　匡
きょう

志
じ

さん
（小川・35歳）

まま ちち 声声のの

傍
聴
者

傍
聴
者
のの
声声

︱
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

川
村
さ
ん　
議
会
や
議
場

と
は
縁
が
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
の
ぞ
い
て

み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。
今
回
、
研
修
で
社

会
科
見
学
み
た
い
に
傍
聴

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

︱
傍
聴
し
た
感
想
は

柾
谷
さ
ん　
町
長
を
は
じ

め
と
し
て
、
職
員
の
皆
さ

　
６
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
20
人
で
し
た
。

　
傍
聴
さ
れ
た
小
川
の
柾
谷
さ
ん
・
川
村
さ
ん
か
ら
感
想
や
議
会
に
対
す
る
声

を
聴
き
ま
し
た
。

柾谷優美子さん・川村陽子さん
（小川地域振興協議会　推進員）

気軽に意見が言える環境を

ん
と
議
員
の
皆
さ
ん
ど
ち

ら
も
、
緊
張
感
が
あ
る
中

で
広
い
分
野
の
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
観
て
い
て
頼
も
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

︱
議
会
に
対
す
る
要
望
は

柾
谷
さ
ん　
な
か
な
か
議

員
さ
ん
の
活
動
を
見
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し

た
り
、
気
軽
に
意
見
が
言

え
る
環
境
が
あ
れ
ば
良
い

な
と
思
い
ま
す
。

川
村
さ
ん　
議
会
だ
よ
り

を
い
つ
も
見
て
い
ま
す
。

読
み
た
い
と
思
わ
せ
る
紙

面
づ
く
り
や
町
民
登
場
が

多
く
、
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
若
い
世
代
や
女
性
の
議

員
が
活
躍
す
る
、
多
様
性

の
あ
る
議
会
で
あ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

お気軽に傍聴にいらしてください
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教育の課題を探る
現況と見通し調査

総務

04
所得向上

安家地区の牧道
復旧状態を調査

産
業

総務

常任委員会レポート常任委員会レポート

町
の
強
み
な
ど
意
見
交
換

町
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
「
語
る
会
」

　
総
務
常
任
委
員
会
（
畠
山
昌
典
委
員
長
）
は
５
月

31
日
、「
町
民
の
意
欲
向
上
」
の
た
め
に
は
地
域
経

済
の
活
性
化
が
重
要
と
捉
え
、
町
商
工
会
青
年
部
の

皆
さ
ん
と
「
議
員
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
の
強
み
や
足
り
な
い
も
の
、
イ
ベ
ン
ト
の
在
り

方
な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　産業常任委員会 ( 三田地久
志委員長）は５月 23 日、安
家地区での議員と語る会で要
望があった、黒森・穴目・鈴
峠牧野の牧道（※）の現地調
査を行いました。

◆ 

議
員
と
語
る
会
で

出
さ
れ
た
要
望

　
放
牧
地
の
道
路
は
明
ら

か
に
仮
復
旧
で
、
降
雨
で

壊
さ
れ
て
は
仮
復
旧
で
対

処
。
家
畜
農
家
は
高
齢
化

で
飼
養
家
畜
も
減
少
し
て

い
る
。
春
に
な
っ
た
ら
上

げ
、
秋
に
は
下
げ
ら
れ
る

よ
う
な
道
路
を
造
っ
て
ほ

し
い
。
現
場
に
足
を
運
び

見
て
ほ
し
い
。

　

現
地
調
査
の
結

果
、
対
応
済
み
で
あ

り
現
況
を
了
と
す
る
。

穴
目
牧
野
の
牧
道

�

（
約
８
㎞
）

　
昨
年
の
台
風
に
よ
り
崩

落
し
た
箇
所
を
調
査
し
ま

し
た
。

① 

対
応
済
み
で
あ
る
こ
と

を
確
認

② 

泥
上
げ
を
し
た
側
溝
を

視
認

③ 

水
切
り
用
の
ゴ
ム
マ
ッ

ト
が
設
置
済
み

鈴
峠
牧
野
の
牧
道

�

（
約
１
㎞
）

　
牧
道
表
面
の
雨
水
に
よ

る
流
失
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
施
工
と
な
る
こ

と
を
担
当
課
に
確
認

牧
道
の
出
口
側

　
県
道
普
代
小
屋
瀬
線
の

通
行
止
が
解
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認

　
黒
森
牧
野
の
牧
道
は
、

県
有
林
事
業
の
た
め
の
仮

設
道
路
で
す
。

　
平
成
28
年
台
風
10
号
に

よ
り
崩
落
し
た
２
箇
所
を

教育行政の課題を拾い出す

岩
泉
町
の
強
み
は
何
か
。

　
龍
泉
洞
、
ま
つ
た
け
、

短
角
牛
な
ど
資
源
が
た
く

さ
ん
あ
る
。

　
豊
富
な
水
源
。
マ
イ
ク

ロ
水
力
発
電
な
ど
地
域
の

電
気
を
地
産
地
消
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。

活
動
の
自
由
度
、
金
額
が

高
い
。
選
ぶ
一
つ
の
要
因

に
な
っ
て
い
る
。
岩
泉
を

上
回
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

龍
泉
洞
ま
つ
り
の
一
切
を

受
託
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
運
営
を
青
年
部
で
や
る

の
は
難
し
い
。
ブ
ー
ス
を

出
す
の
は
十
分
あ
り
得
る
。

地
域
振
興
協
議
会
や
地
域

活
動
へ
の
参
加
意
識
は
。

　
地
域
活
動
は
生
き
が
い

対
策
も
含
め
、
引
退
さ
れ

た
人
な
ど
に
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。
商
売
に
つ
な

が
る
よ
う
な
事
業
の
受
け

皿
な
ど
を
若
者
が
担
え
ば

持
続
可
能
な
町
に
な
る
。

　

６
月
３
日
、「
教
育
」

に
お
け
る
課
題
を
明
確
化

す
る
た
め
、
教
育
委
員
会

事
務
局
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
。
児
童
・
生

徒
数
の
今
後
の
推
移
や
中

学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
、
不
登
校
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
現
況
と
課
題
、

見
通
し
を
一
つ
一
つ
確
認

し
ま
し
た
。

㈲ナガサワ
長澤　潤一さん

　短角牛やマツタケなど資
源は豊富。ブランド力を上
げ、付加価値を付けた高い
価格設定を。

横屋建設㈱
工藤　大三さん

　自然で遊ぶ体験などで滞
在時間が伸ばせるのでは。
宿泊はキャンプ、ニーズあ
ると思う。

㈲たけや
箱石　大樹さん

　道路が整備され、町への
滞在時間が短縮。龍泉洞プ
ラス何かで滞在時間を延ば
し宿泊につなげたい。

ｍｅｅｔ　ｍｅ
谷田川　雅基さん

　人と人のつながりが町へ
の愛着を生み、また来たく
なる。創業支援の充実も必要。

㈱岩泉電工
東野　健司さん

　病院受診など困るとの声
を聞く。何でも町内で完結
できれば住みやすい町に。

㈲差畑林業
差畑　正樹さん

　サッカー場がほしい。大
人も子どももたくさん来て、
経済的効果があるのでは。

岩泉商工会
大沢　孝介さん

　龍泉洞の集客を最大限に
生かすため、ペイペイなどで
期間限定の還元をやっては。

教育01 身近な
議会05雇用

創出03意欲
向上02 所得

向上04 議会で取り組む
５つの重点課題
議会だより№ 206
（4・５㌻）

常任委員会　令和６年度重点課題

穴目牧道に設置された水切り用のゴムマット

黒森牧道に設置された看板
【県有林事業のための仮設道路】

黒森牧野の牧道
 （約７㎞）

調
査
し
ま
し
た
。

　
家
畜
車
な
ど
の
往
来
に

支
障
が
無
い
よ
う
応
急
対

応
済
み
と
確
認

（※）牛舎から放牧地を行き来するための通路。家畜の牛や人、トラクターなどの重機が往来。
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▽
今
回
の
定
例
会
で
、
町

議
会
議
員
の
報
酬
を
増
額

改
定
す
る
議
案
が
可
決
。

27
年
ぶ
り
の
改
定
で
す
。

議
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
議

員
定
数
と
報
酬
の
在
り
方

を
幾
度
と
な
く
議
論
。
町

の
皆
さ
ん
と
の
語
る
会
で

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
、
結
論
を
見
出
し
て

き
ま
し
た
。
結
果
、
定
数

１
減
と
報
酬
増
額
を
町
に

提
言
。
審
議
会
の
答
申
書

で
は
「
町
民
と
の
対
話
を

重
視
し
、
全
町
的
な
視
点

に
立
っ
て
目
に
見
え
る
議

会
活
動
を
期
待
す
る
」
と

の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
我
々
議
員
一
人
一
人

が
そ
の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、

し
っ
か
り
と
し
た
議
員
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山　
昌
典

議会を傍聴しませんか

次の定例会は、
９月 12 日 （木）　本会議・一般質問
 13 日 （金）　一般質問
 17 日 （火）　 条例補正予算審査・本会議
 18 日 （水）　決算審査
 19 日 （木）　決算審査
 20 日 （金）　決算審査・本会議

の予定です。

※都合により変更となる場合があります。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。
（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

４月
� 22 日� 議会運営委員会（役場）
� � 第３回臨時会（議会議事堂）
� � 議員会議（役場）
� 23 日� 宮城県多賀城市議会
� � 広報特別委員会視察対応（役場）
５月
� ５日� 龍泉洞安全祈願祭（町内）
� 14 日� �国道 340 号宮古岩泉間整備促進期

成同盟会通常総会（宮古市）
� 20 日�宮古広域圏地域情報交換会（宮古市）
� 23 日�産業常任委員会所管事務調査（町内）
� 31 日� 町村議会議員研修会（盛岡市）
６月
� ３日� 議会運営委員会（役場）
� ６日�第２回定例会
� � 一般質問（議会議事堂）
� ７日�一般質問（議会議事堂）
� 11 日� �条例補正予算審査特別委員会（役場）
� � 本会議（議会議事堂）
� 20 日� 岩泉町消防団消防演習（町内）

課
題
を
探
り
、

地
域
づ
く
り
に
生
か
す

岩
泉
地
域
振
興
協
議
会

　
６
月
３
日
、
岩
泉
地
域

振
興
協
議
会
（
八
重
樫
康

会
長
）
が
主
催
す
る
「
岩

泉
の
未
来
を
語
る
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
課

題
の
解
決
策
を
探
り
出

し
、
未
来
の
歩
む
べ
き
方

向
・
方
策
を
議
員
を
交
え

語
り
合
い
、
地
域
づ
く
り

に
生
か
す
目
的
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
観
光

振
興
や
地
域
づ
く
り
、
ス

ポ
ー
ツ
環
境
な
ど
幅
広
く

提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
10
月
ま
で
に
３
～
５

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
所
感
】

　
町
民
自
ら
町
の
こ
と
を

考
え
、
未
来
に
向
け
た
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
課
題
は

議
会
も
共
通
認
識
で
あ

り
、
今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
ま
す
。�

（
坂
本
昇
）

◆
主
な
意
見

・�

龍
泉
洞
観
光
客
を
町
内

に
分
散
さ
せ
る
施
策
を

・�
町
を
一
つ
の
会
社
に
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
き

・�

自
治
会
の
世
帯
数
が
減

小
し
て
い
る
。
合
併
す

る
時
期
で
は

・�

地
域
資
源
を
ど
う
活
用

し
て
い
く
か
が
重
要

幅広い意見が出され、活発な話し合いになりました
出席議員：�八重樫龍介議員、坂本昇議員、林﨑竟次郎議員、

三田地久志議員、畠山昌典議員（５名）


